
4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 計

14,422 16,309 13,957 15,108 16,328 14,699 12,938 11,799 9,960 6,506 8,850 11,891 152,767

13,469 15,452 14,195 14,279 17,194 15,595 13,396 11,884 8,183 6,988 8,488 11,674 150,797

107.08 105.55 98.32 105.81 94.96 94.25 96.58 99.28 121.72 93.10 104.26 101.86 101.31

4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 計

14,661 16,564 13,385 15,783 18,363 14,689 12,043 11,736 11,515 6,770 9,044 12,873 157,426

14,309 15,036 13,280 15,053 18,503 15,068 12,422 11,859 9,587 7,340 8,599 12,235 153,291

102.46 110.16 100.79 104.85 99.24 97.48 96.95 98.96 120.11 92.23 105.18 105.21 102.70

設置目的

施設内容

利用料金

農産物直売施設

商品出荷者（組合員）の売上から15％を手数料として徴収

平成26年度(Ｂ)

開館日

開館時間

２　指定管理者が行う業務

項　　目

1/1～1/3、8/13の午後、12/28～12/31を除く周年

４～11月は9:00～18:00、12～３月は9:00～17:00

業務内容

大幅な新規顧客の獲得が困難になっており、年間利用者は微増にとどまっている。

（2）売上高　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（単位：千円、％）

（様式４）

平成２７年度　指定管理者制度導入施設の管理運営状況等

施設名

指定管理者名

指定期間

藤崎町の農産物の販路拡大及び消費者ニーズの把握等によって農業関連産業を視野に入れた取組
を促進させて、農家所得の向上及び地域農業の活性化を図るため。

施設所管課

藤崎町農産物直売施設

藤崎町農産物直売組合

平成２７年４月１日～平成２８年３月３１日

農政課

１　施設の概要

設置年月 根拠条例等平成17年１月 藤崎町農産物直売施設の設置及び管
理に関する条例

平成27年度(Ａ)

農林産物、農産物加工品、農産工芸品および地場産品の販売に関する業務

イベント関係など消費者との交流に関する業務、農林産物の生産振興に関する
業務

３　利用状況

（1）利用実績【利用者数・利用件数・稼働率】　　　　　　　　　　　　　　　　　（単位：人、件、％）

企画運営業務

維持管理業務

平成27年度(Ａ)

平成26年度(Ｂ)

(Ａ)/(Ｂ)

増減要因等

(Ａ)/(Ｂ)

増減要因等 客単価がわずかに増加して、全体の売上増加につながった。



○

Ａ（優）：適正であり、優れた実績をあげている　　　Ｂ（良）：適正である

Ｃ（可）：概ね適正であるが、一部改善を要する　　　Ｄ（否）：改善や更なる取組が必要

６．成果目標達成のための努力が行
われ、成果が上がっているか。

３．施設、設備及び備品の維持管理
及び修繕が適切に行われているか。

４．緊急時の対応・安全管理などの
危機管理が適切に行われているか。

５．指定管理料が適正に執行されて
いるか。

２．利用促進に向けた取組みが適切
に行われているか。

４　収支状況

５　利用者満足度状況(アンケート調査、苦情要望等)

１　指定管理料のみ

２　指定管理料+利用料金収入

３　利用料金収入（売上手数料）のみ

収入科目

指定管理料

利用料金（売上手数料）

そ　の　他

合　計　（①)

財源区分
(該当する番号に○)

金額(千円)

15,874

支出科目 金額(千円)

0 維持管理費 581

25,342 事　業　費 22,275

そ　の　他 2,092

意見等の内容 対応実績等

レジを増やした方がよい。 現在の売場には増設のためのスペースがない。

41,216 合　計　(②) 24,948

収支差額(①－②) 16,268

カートをおいて欲しい。足が不自由な方が買い物でき
ない状況。

現在の売場には通路拡幅のためのスペースがないた
め、カート導入が困難。

新鮮な野菜が並んで、生産者の名前もついており、非
常に良い。

今後も品質の良いものを提供するよう努める。

車いすで店内を回れるようにしてもらいたい。 現在の売場には通路拡幅のためのスペースがない。

野菜の在庫がなくなるのが早い。
朝取り野菜の出荷が主となっており追加出荷できる生
産者は多くないが、数人は日に２回の出荷を行ってい
る。

６　評価結果

１．サービスの維持・向上に向けた
取組みが行われているか。

評　　価　　項　　目

（評価の視点）

町所管課指定管理者

自己評価

Ｂ

コメント評価

Ｂ

Ｂ

Ｂ

Ｃ

Ｃ

Ｂ

Ｃ

Ｂ

Ｂ

Ｃ

Ｂ

現状に留まらず、更なる改善努力をもって
業務の成果を向上してもらいたい。

アンケートボックスを設置して利用者の意
見を収集しているが、要望に応えるのが困
難である。
ラジオＣＭを実施して潜在的利用者へのＰ
Ｒを行っている。その他の媒体でＰＲする
ことで、更なる成果向上が見込まれる。

清掃実施による利用環境の向上が望まれ
る。

適正に実施している。

収入は目標を超えており優れているが、支
出面において削減努力の余地がある。

適正に実施している。

適正に実施している。Ｂ

Ｃ

【評価基準】　　　　

Ｂ

Ｂ

７．個人情報の保護

全　　体　　評　　価


